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1．Math for all とは
　数学教育において，Math for all （Mathe-
matics for all）という考え方がある。Math 
for all とは，「全ての児童生徒のための数学
教育を」という意味である。アメリカでは
以前から言われているが，日本ではそれほ
ど聞かない。アメリカでは，英語を母国語
としない児童生徒（少数民族や移民など）
に学習上の困難があり，彼らへの支援が数
学教育の中でも重要な課題であった。しか
し，注目すべきことは，全ての児童生徒に
は発達障害や学習障害等の障害がある児
童生徒をも含んでいるということである。 
全米数学教師協議会（National Council of 
Teachers of Mathematics，NCTM）が 2000
年に出版した『学校数学のための原則とス
タンダード』では，学習障害のある児童生
徒は，与えられた課題を終えるには，さら
に多くの時間を必要とするかもしれないこ
と，あるいは，筆記の評価よりは口頭によ
る評価を用いるほうがより有益かもしれな
いことなどが述べられており，特別な支援
を必要とする児童生徒のニーズに適切に対
応しなければならないことが強調されてい
る。このように，Math for all の基本的な
考え方の中には，算数数学の学習に困難を
抱える，あるいは障害がある児童生徒も含

めた全ての児童生徒のための算数数学指導
を考えていこうとする姿勢が示されている。
  近年，授業のユニバーサルデザインが求
められている。これは，発達障害や学習障
害等の特別な支援が必要な児童生徒が通常
の学級に在籍し，彼らにも教育的な支援が
必要であることが明らかになってきたから
である。通常の学級における算数指導にお
いても，算数の学習に困難を抱える児童が
少なからずおり，彼らへの支援を行うこと
は教師としての責務であろう。授業のユニ
バーサルデザインは，日本での Math for 
all を推進するものと考える。

2．児童の認知特性から捉える困難性
　算数指導において授業のユニバーサルデ
ザインを考える際に必要なことは，児童が
どのような困難性を抱えているかを，でき
るだけ具体的に把握することである。これ
は，従来の算数教育的な視点からだけでは
なく，特別支援教育的な視点でも捉えるこ
とが大切である。なぜなら，児童が算数の
内容がわからないということには，算数の
指導内容や教材，指導方法等の問題だけで
はなく，その児童の認知特性，障害特性，
発達段階等の多様な事項が関係しているか
らである。特に，わかりやすい指導を考え

算数科におけるわかりやすさ，授業のユニバーサルデザインを考える特 集

特別支援教育時代の
算数指導を考える
－授業のユニバーサルデザインによるMath for allの実現－

中村  好則　［岩手大学准教授］
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るときには，児童の認知特性から算数学習
の困難性を把握することが重要である。算
数がわかるということは，認知（ある対象
を知るときにそれが何であるかを判断した
り解釈したりすること）のしかたと関わり
があるからである。この認知のしかたは，
人によって特徴があり，聴覚的情報から認
知することが得意な人（聴覚優位）もいれ
ば，視覚的情報から認知することが得意な
人（視覚優位）もいる。また，細部から順
番に捉えること（継次処理）が得意な人も
いれば，まず全体を把握してから考えるこ
と（同時処理）が得意な人もいる。このよ
うな認知に関わる特性を認知特性という。
これらの認知特性の偏りに原因がある困難
性をもつ児童は，その偏りに応じて，それ
ぞれの課題に困難が生じる。これらに対し
て，どのような支援が必要であるかを考え
ることが大切である。

3．算数授業のユニバーサルデザイン
　算数の学習に困難を抱える児童への支援
は，計算の反復練習やプリント学習などの
パターン化された学習（特に，個別指導）
になりがちで，せっかく習得した計算技能
が使えなかったり，数学的な見方や考え方，
態度が育たなかったりと多くの課題を抱え
ている。これらの児童が通常の学級に在籍
している以上，一斉指導の中での支援を検
討することが必要である。算数の学習に困
難を抱える児童への支援に配慮した指導は，
他の児童にもわかりやすい指導になると考
えられ，算数教育における授業づくりにお
いて，授業のユニバーサルデザインは必要
であり重要なことである。
　学校現場では，授業のユニバーサルデザ
インというと，「スモールステップによる
きめ細かな指導や，具体物を活用した指導

を行っています」という話を聞くことが多
い。しかし，これらだけでは十分ではない。
算数授業のユニバーサルデザインでは，算
数の指導内容や教材，指導方法の検討とと
もに，次のような児童の認知特性に考慮し
た指導の工夫と配慮が必要である。

（１）補償教育的指導アプローチ
   高学年になっても九九が曖昧で正確にで
きない児童に対しては，九九が正確にでき
るように個別指導が行われる。しかし，そ
れだけでは，このような児童に対しての支
援として十分とは言えない。
　例えば，一斉指導の中で文章題を扱う場
面では，計算ができないことで文章題がで
きず，一斉指導に参加できない状況とな
る。このような場合の支援として，九九表
や電卓を使ってもよいとしてはどうだろう
か。そうした支援によって，一斉指導に参
加でき，学習目標を達成できる。できない
児童への支援というと，「できないことを
できるようにしなければならない」と考え
がちであるが，「できないことを何か別の
方法で代替えし学習目標を達成できる」よ
うな支援も重要である。「できないことを
できるようにする」ための支援（治療教育
的指導アプローチ）は主に個別指導で行わ
れ，「できないことを別の方法で代替えす
る」ような支援（補償教育的指導アプロー
チ）は一斉指導で行われる。授業のユニバー
サルデザインでは，この補償教育的指導ア
プローチの考え方が必要である。

（２）同時処理が苦手な児童への支援
　図形や量に関する問題は，視覚的にも同
時処理である。したがって，同時処理を苦
手とする児童は，図形問題や量の数値化，
記号化などに困難を示す。同時処理を苦手
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▲文章題のコツ①（4 年上，p.122）

▲分数 ÷ 分数の問題（6 年上，p.43）

▲ゆみさんの解答（6 年上，p.44）

とする児童に対しては，同時処理による学
習活動を言語化することで，継次処理によ
る学習活動で補うことが考えられる。
　例えば，小学校 6 年での分数のわり算の
指導場面である。

　与えられた問題に対して，ゆみさんの解
答が示されている。ゆみさんの考え方が１
つの図で示され，多くの児童にとってはわ
かりやすい。しかし，与えられた１つの図
からは，ゆみさんの考え方の全体を把握す
る必要があり，同時処理が苦手な児童には
理解が難しい。そのような児童には，ゆみ
さんの考え方を，順番に言葉やカードで示
す（継次処理で補う）と効果的である。

① 3
4 dL でぬれる面積は 2

5 である。

② 1
4 dL は 3

4 を 3 でわったものである。

③よって， 1
4 dL でぬれる面積は 2

5 ÷ 3。

④ 1dL でぬれる面積は 1
4 dL でぬれる面

　積の 4 倍だから，（ 2
5 ÷ 3）× 4 である。

（３）継次処理が苦手な児童への支援
　継次処理を苦手とする児童は，文章題の
文章を順番に読み，その意味を考え，問題
解決の過程を考えることに困難を示す。そ
のような場合には，問題場面を視覚化した
絵や情景図などを提示し，文章題の意味が
全体的に把握できる（同時処理で補う）よ
うな手だてが有効である。
　例えば，小学校 4 年の整数の計算のまと
めの指導場面である。

　教科書では，文章題を解くときに，求める
ことや計算に使う数に印をつけること，絵
や図をかいて考えることを推奨しているが，
継次処理が苦手な児童の場合は，文章から
状況を読み取って絵や図に表すことに困難
を示す。将来的には，問題文を自力で絵や
図に表せるようになることは必要であるが，
この場合には絵や図を教師側から示す（同
時処理で補う）ことが支援となる。絵や図
をかけることよりも，絵や図を見て解ける
ことに重点を置いた指導が必要である。
　このように，算数教育的な視点に，特別
支援教育的な視点を加味した支援を考える
ことが，授業のユニバーサルデザインに
とって重要である。
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1．なぜ苦手なのか
　算数科の文章題におけるつまずきやまち
がいは，ほとんどが立式までの間で起きる。
それは，文章を読み，題意を理解し，解決
に必要な情報を分別し，数量の関係を把握
し，問題場面のイメージを形成し，適切な
演算を選択するという複雑な過程を経るか
らである。これらの過程のどれかが苦手で，
よく文章題でつまずいてしまったりまちが
えてしまったりする児童も多いのではない
だろうか。LD や ADHD 等の有無にかかわ
らず，多くの児童が算数科の文章題に対し
て苦手意識をもっており，つまずきの要因
は障害特性からくるものばかりではないと
言える。ましてや，LD や ADHD 等の児童
にとっては，その特性上，1 つ 1 つの過程
が難関であろう。
　そこで，LD や ADHD 等の児童が感じて
いる困難さに対する支援を行うことによっ
て，学級の他の児童への支援にもつながる
と考えた。以下は，算数科の文章題の解決
に際して，LD や ADHD 等の児童が感じて
いる困難さに対する支援を，ICT の活用を
中心に実践した例である。

2．支援の実際
（１）問題文提示の工夫

　問題文を読むときに文字や行を飛ばして
読んでしまったり，漢字の読み違いが多
かったりする児童がいる。そこで，問題文
を文節ごとに提示したり，文字の色を変え
たりすることで，問題文中の読むところを
わかりやすくした。問題文を 1 行ごとに区
切って表記し，読みやすさに特化したこと
もあった。

　また，解決に必要な情報を分別するため
の支援として，解決に必要な数やキーワー

1人への支援がみんなの支援に
－授業のユニバーサルデザインによる
　算数科の文章題の指導－

進藤  俊博　［登米市立宝江小学校教諭］

算数科におけるわかりやすさ，授業のユニバーサルデザインを考える特 集

読むところを，文節
ごとに赤字で表示

読み終わったところ
は，黒字になる

次の文節を，
赤字で表示
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ドに印をつけたり，さらに文字の大きさを
変えて情報を整理したりした。

　これらの画面をプレゼンテーションソフ
トを活用して作成し，問題文を提示するこ
とで，文節ごとに提示したり，文字の色や
大きさを変えたりすることが容易にできた。

（２）問題場面をイメージする力を育てる
　児童が推論することに対してつまずきが
ある場合，数量概念を理論的に操作し思考
することに困難を示す。そのため，問題文
中の数（量）やキーワードを確認しても，
数（量）の動きをイメージし，因果関係を
理解することが難しいと考えられる。小学
校低・中学年で扱う四則計算についての文
章題は，数（量）の動きによって四則が決
定するものがほとんどである。そのため，
問題文中の言葉をもとに，このイメージを
形成することが重要となる。そこで，イメー

ジ形成の支援として，問題場面の劇化や具
体物を操作する算数的活動を行った。これ
らの活動を通して，文字情報であった問題
文を視覚情報化し，数（量）の動きを理解
しやすくすることで，立式につなげること
ができた。

　また，具体物の操作が難しい場合には，
プレゼンテーションソフトを活用してアニ
メーションを作成したり，図に表したりし
た。やはり文字情報を視覚情報化し，問題
場面をイメージするための支援である。

求めること，わかって
いることを強調

問題場面の
視覚情報化

解決のための着眼点
の視覚情報化



8

（３）演算の役割を体感させる
　問題文を正しく読み取って場面をイメー
ジすることができたとしても，それを問題
解決に結びつけるには，その場面に適した
演算を選択できなくてはならず，それぞれ
の演算が表す動きと役割が理解できていな
ければならない。それには，算数遊びや問
題づくりが有効であった。
　授業の導入部分で，その授業時間に扱う
文章題と同じ動きの集合ゲームや買い物
ゲームなどで四則の動きを体感したり，終
末部分で式をもとに文章題をつくったりし
た。こうした活動は，その授業時間の学習
に直結するものでなくても，継続して取り
組むことで演算の理解を深めることになる
だろう。今どき「問題文に『あわせて』や『ぜ
んぶで』と書いてあるからたし算」などと
いう指導では不十分なのである。

3．すでにユニバーサルデザイン？
　ここまでいくつかの実践例を紹介させて
いただいた。しかしこのような支援を行っ
ても，結局は 1 つの問題の解決にしかなら
ない。また，その場では問題を解決できた
としても，別の問題だと，やはりつまずい
てしまう。自力で問題を解決するための特
効薬と言えるものではないと思われるかも
しれない。ところが，このような活動を通
して，複雑な解決過程の 1 つ 1 つを乗り越
える経験を積み重ねていくことによって，
少しずつ自力で問題を解決することにつな
がっていくのではないだろうか。
　今回紹介した実践の多くは，決して目新
しいものではなく，これまでも多くの先生
方が取り組んできたことである。であるな
らば，すでに多くの先生方が授業のユニ
バーサルデザイン化に取り組んでいるとい

うことになる。授業のユニバーサルデザイ
ンとは，なにも新しい技法や形態を創りだ
すことではなく，これまでと似た手法でも，
少し視点を変えて，手を加えればすぐにで
も取り組めるものではないだろうか。
　大切なことは，LD や ADHD 等の特性の
有無にかかわらず，目の前の子どもたちが
感じている困難さを見取り，必要で十分な
支援をしていくことなのだと思う。

▼（参考）たし算の筆算の位に着目させる支援
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A 	 解答
	 いが正解です。正しく計算すれば答えはわかりますが，ぜひ『計算の回文』が
	 成り立つしくみも考えてみましょう。

松瀬  仁　［鎌倉女子大学初等部］

計算の回文

●  解説
　２けたのかけ算のしくみを思い出しながら，あの 25×35 と 53×52 の計算の違いを
比べてみましょう。

　25×35 と 53×52 では，２段めと３段めの計算は同じで，１段めと４段めの計算が
入れ替わっています。これが，答えの違いとなります。つまり，式の中の数字の順番
を逆さまにしても１段めの計算と４段めの計算が等しくなるときに『計算の回文』が
成り立ちます。１段めから４段めの計算は，それぞれ
　　　１段めの計算…一の位どうしのかけ算
　　　２段めの計算…かけられる数の十の位と，かける数の一の位のかけ算
　　　３段めの計算…かけられる数の一の位と，かける数の十の位のかけ算
　　　４段めの計算…十の位どうしのかけ算
を表しているので，一の位どうしのかけ算と十の位どうしのかけ算が等しくなるとき，

『計算の回文』が成り立つといえます。

　ほかには，どんな『計算の回文』があるか，ぜひ探してみて下さい。

おもしろ算数 問題0 ÷ 2

25 ＝ ＋＋ 3

2 5
× 3 5

１段め	 2 5
２段め	 1 0
３段め	 1 5
４段め	 6

8 7 5

5 3
× 5 2

	 6
	 1 0
	 1 5
	 2 5

2 7 5 6

…5×5
…2×5
…5×3
…2×3

…3×2
…5×2
…3×5
…5×5

12×63

2×3＝6

1×6＝6

39×62

9×2＝18

3×6＝18

42×48

2×8＝16

4×4＝16

14×82

4×2＝8

1×8＝8

25×35の場合 53×52の場合
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1．はじめに
　問題解決に至る，言語活動の重要性に注
目が集まっている。本校では，「主体的に
学習に取り組む子どもの育成～算数的コ
ミュニケーションを通して～」の主題のも
と，学習意欲向上の手だてや，知的コミュ
ニケーションの充実につながる言語活動に
ついて実践を深めているところである。本
稿において，その概要を紹介したい。

2．ワーキンググループによる日常実践
  本校研究の特徴として，日常実践に即し
たワーキンググループ（以下 WG）による
取り組みが挙げられる。課題達成のため，

「①教材教具の開発」「②問題・発問の吟
味」「③ノート指導・評価」の 3 つの視点
を設けた。全教員が，以上 3 つの視点毎の
WG に所属し，日常的に研鑽している。更に，
校内研の授業づくりにおいて，各グループ
実践で培われたノウハウを生かすべく，そ
れぞれの視点からの提案も行っている。各
WG の具体的活動は次の通りである。
① 教材開発グループ
  学習意欲を高め，内容理解を促進する教
材教具開発を進めている。視覚イメージに
よる可視化や操作活動に役立つ教具の開発
により，「わかる授業，楽しい授業」を目
指している。さらに，教材の活用促進のた
め，算数教材室での保管・整理や学年・単

元毎のリスト化にも取り組んでいる。

② 問題・発問グループ
　授業において課題意識の焦点化は，学習
意欲の高まりや解決方法の見通しをもつた
めに重要である。そのため，課題や発問の
吟味によって，授業改善や教師の力量アッ
プを目指すグループである。
③ ノート・評価グループ
  算数科における言語活動において，言葉や
式，絵，図などによる表現力の高まりが期
待される。そこで，学年に応じたノート指
導や，表現活動の充実について深めている。

ワーキンググループ体制による
授業改善の試み
松野  浩毅　［江別市立大麻東小学校教諭］
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3．言語活動に視点をおいた実践
　1 年「かたちあそび」での実践である。本
時では，立体を触り，その特徴から図形の
弁別をする。教科書 1 年 p.78 には，箱の中
の立体を手探りで弁別する児童の写真が掲
載されている。本校では，教科書の流れを
基本としながら，以下の工夫を加え実践した。
①	「さわってあてましょう！」というクイズ

形式により，児童の意欲を高めた。
②	立体は，ブラックボックス（前面のふた

の開閉で中身を確認可能）の中にあり，
代表児童及びクラス全員から見えない。

③	代表児童の触感による特徴説明のみが，
全児童の弁別の根拠となる。

④	代表の特徴説明により，全員が擬似的に
体験をすることになり，同時に弁別のた
めの思考・判断・表現が生まれる。

　指導のねらいとしては，「立体の特徴を，
既習の用語を用い，他者に伝えること」「ヒ
ントとなる特徴を聞き取り，総合的に判断
し弁別すること」などが挙げられ，言語活
動の充実が大切であると考えた。そこで，
単元を通して，立体の特徴を「用語」とし
て意識させる必要が生じる。

　そのために，色画用紙の短冊を使用し，
立体の特徴を用語として定着させた。また，
弁別した図形と特徴を示す掲示物も常に意
識させた。
　他の立体を触感による情報で弁別後，発
展として，OHP を使い「影による弁別」に
挑戦した。立方体の検討時の反応である。

C：さいころの形だ。（同様の声多数）
C：まだわからない。（支持する声あり）
C：もしかしたら，箱の形かもしれない。
T：どうして？
C：たおしたら，違う形かもしれない。
C：向きを変えてほしい。
T：こうかい？（向きを変えて置く）
C：やっぱり箱の形だ。（喜びハイタッチ）
　この後，他の立体についても考える中で，
児童は 1 つの見方ではなく，複数の情報に
よる多面的な見方の必要性に気づくことに
なる。児童は，終始楽しい活動の中，言葉
を意識し，友達の言葉に集中していた。

4．おわりに
　この授業構想においても，授業者の意向
に沿い WG のアイデアが生かされた。全員
参加型のクイズ形式，ブラックボックスの
導入，学年に応じた言語活動の組織である。
全教員が日常的に取り組んでこその共同
研究である。研究授業時だけの打ち上げ花
火であってはならない。WG による体制が，
本校職員の研究意識や日常実践の高まりに
つながるものと考え，日々取り組んでいる。
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1．はじめに
　算数の授業を行っていて，「難しい」と
感じるのが検討場面である。自力解決場面
を経て “発表”という形で表出された多様
な考え方や表現方法のよさ，その共通点や
相違点に子どもたち 1 人 1 人が気づき，集
団として学習内容への理解が深まっていく。
そんな授業を目指し，日々の授業に取り組
んでいる。

2．検討場面の充実を図るために
　検討場面をより充実したものにしていく
ためには，発表場面において表出された考
え方を十分に理解していることが重要と考
える。考え方を理解できれば，比較もでき
るし，それぞれのよさにも気づくことがで
きる。
　代表児童が全体に発表する場面では，児
童 1 人 1 人の理解を十分に図っていくこと
はなかなか難しいと言える。そこで，単元
の導入時など，特に多様な考え方を比較検
討させたい場合には，しばし「ジグソー学
習」を取り入れている。

3．「ジグソー学習」の流れ及びその利点
【ジグソー学習の流れ】
①	学級を小集団（学習班）に分ける。
②	全体から出てきた考え方のそれぞれに対

して，学習班の中で担当者を決める。

③	学習班の担当者が，それぞれの考え方ご
とに集まり，新たな小集団（研究班）を
作る。

④	研究班の中で，担当した考え方について
の理解を深め，担当者全員が説明できる
ようにする。

⑤	学習班に戻り，それぞれの考え方を説明
し合ったり，考え方を比較しながら，関
連づけ，価値づけを行ったりする。

　児童 1 人 1 人に“学習班で伝える”とい
う役割を与えることで，児童は責任感を
もって研究班での話し合いに参加するなど，
主体的に学習できると考える。また，学習
班での比較検討場面では，児童が必ず 1 つ
は自分の考えをもって他の考え方を聞くの
で，それぞれの考え方を比較しながら説明
を聞くことができる。そうすることで，そ
れぞれの考え方のよさや共通点，相違点に
も気づくことができ，より理解を深めてい
くことができると考える。

4．実践事例
6 年　分数のわり算
本時のねらい
　分数 ÷ 単位分数の意味や計算のしかた
を理解する。
※	単元の導入を 2 時間扱いとし，1 時間め

において，「問題把握→立式→自力解決」
という流れを経て本時を行った。

子どもたちが主体的に学び合える
発表・検討場面の工夫
山田  尚人　［杉並区立三谷小学校教諭］
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☆	 2
5 m2 のかべをぬるのに 1

4 dL のペン
キを使いました。

　　このペンキ 1dL では，何 m2 のかべ
をぬれるでしょうか。

（１） 課題把握
　前時での学習を振り返り，式，答えを確
認し，本時のめあてを示した。

2
5 ÷ 1

4 のよりよい計算のしかたを考え
よう。

（２） 発表・検討【研究班】
T：	研究班で考え方や説明のしかたについ

て話し合いましょう。
C1：	面積図グループ

・	まずこの考え方について説明します。
・	何か質問ありますか。
・	ペンキの量がわかりにくいよ。
・	ペンキの量も図にかき入れよう。
・	式もかいたほうがわかりやすいよね。
C2：	数直線グループ

・	1dL あたりの面積を求めているのに，ど
うしてかけ算なのかな。

・	でも数直線にかくとかけ算だよね。
C3：	計算のきまりグループ
　 2

5 ÷ 1
4 	＝（ 2

5 ×4）÷（ 1
4 ×4）

	 ＝ 2
5 ×4÷1

	 ＝ 8
5

・	まずわり算のきまりについてしっかりと
説明する必要があるね。

・	×4 の意味を説明することが大切だよ。
（３） 発表・検討【学習班】
T：	研究班でわかったことを，学習班に戻っ

て説明してください。
～比較する～
C：	数直線を使って考えると， 2

5 ×4 すれ
ばいいことがすぐにわかるね。

C：	面積図，数直線，計算のきまりと考え
方は違うけど，最後には全部 2

5 ×4 と
いう式になっているね。

～価値づける～
C：	計算のきまりを使うと，図をかかなく

ても答えを求められるね。
（４） 発表・検討【全体】
T：	3 つの考え方で，似ているなと思った

ところはありませんか。
C：	どれも 2

5 ×4 という計算をしています。
T：	何のために×4 をしているのかな。
C：	1dL あたりの面積を求めるためです。
C：	数直線や計算のきまりの考え方は，　

1
4 を 1 にするために×4 しました。

T：	つまり， 2
5 ÷ 1

4 は， 2
5 ×4 と同じ意味

なのですね。
　その後，本時を振り返り，子どもたちの
言葉をもとに学習のまとめを行った。

5．終わりに
　1 つの問題を解決するのに，多様な考え
方があることは算数の大きな魅力の 1 つと
言える。発表・検討場面にて，子どもたち
が表現した 1 つ 1 つの考え方をより深く追
究する活動を通して，自己の考えを広げる
ことや全体で深めていくことの有効性や愉
しさを味わえるような授業づくりを日々目
指していきたい。

2
5 ÷ 1

4
＝ 2

5 ×4

＝ 8
5

2
5 ÷ 1

4
＝ 2

5 ×4

＝ 8
5

1
4
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書籍レビュー

大崎  智子
［富山市立大広田小学校教諭］

坪田式算数授業シリーズ④
算数楽しく　問題づくり

坪田  耕三 著

豊かな学びができる
教師，子どもになるために
～『問題づくり』から算数の世界を広げる授業づくりを～

1．日々の授業づくりに
　本学級の子どもたちは，昨年度（4 年生）
から自学自習として「自学ノート」に取り
組んでいる。私は今年度からこの子どもた
ちを担任している。子どもたちが「自学ノー
ト」にどのようなことを書くのか楽しみに
していた。自学なので形式はないのだが，
算数の内容を見ていると，ほとんどは計算
練習，教科書の公式を写すといったもので
あった。子どもなりに一生懸命学習したも
のではあるが，何か「算数の楽しさ」が感
じられない。
　本書の「子どもがもっている欲求にそっ
た授業を」という項目に，以下の図が載っ
ている。

　このような子どもの欲求を喚起させる授
業を行うことが豊かな学びとなり，授業を
終えた後も自学ノートなどに学びが継続さ
れていくのではないかと考えた。
　本書のテーマである「問題づくり」は， 

子どもが授業を生かして考えたり，やって
みたりしたいと思う活動である。例えば，
教科書でもよく見かけるマッチ棒の問題で
ある。

　はじめに，正方形の場合を取り上げたと
して，その考えを発展させて，正多角形や
立体などの場合へ問題を変えていけるとい
うことが書かれている。「もしも，授業の
中で次々と条件を変えながら自ら問題をつ
くっていくような活動が行われているなら
ば，これらの問題は全体が同じカテゴリー
に含まれる問題だという大きな見方がで
きるであろう。」という本書の言葉どおり，
教師が普段からこのような授業や活動を大
切にした学習を行っていれば，子どもたち
の算数に対する見方や態度も変わるだろう。
自ら問題を発展的に考えたり，大きな枠で
学習を振り返ったりすることができる，本
当の自学自習を行うことができる子どもに
なる。教師にとっても授業意識の改善につ
ながる本書である。

2．校内研究に生かす際に
　「全国学力・学習状況調査」が行われるよ
うになってから，世の中でも「活用力」を
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問う問題を多く見かけるようになった。「基
礎・基本」に対して，活用問題を苦手とす
る子どもは多い。同様に，実は教える側の
私たち教師も，子どもが「活用力」を身に
つけるためにはどうしたらよいか悩んでい
るのではないだろうか。教師の中では，ど
うしても「算数＝最後は正しい答えに導く
教科」という考えが拭い切れないと思われ
る。しかし，答えに辿り着くまでの子ども
の思考は，実にさまざまで面白いものであ
る。「学校の学びは，その学びそのものの
中にたくさんの面白さが含まれている。『子
どもが学ぶことの価値を見出して，追究活
動を始める，そのこと自体が教育の価値な
のだ』と捉えたいものである。」このよう
な算数への価値観や授業への価値観が大き
く変容する心に残る名言が本書には多々書
きとめられている。著者の温かい人柄が滲
み出る名言集でもある。まずは，教師が新
しい価値観をもつために，本書を一読して
もらいたい。
　また，本書では，「活用する力」を６つの 
力に整理している。
　「深める（発展）力」
　「広げる（応用）力」
　「使える（適用）力」
　「つなげる（関連）力」
　「創れる（創造）力」
　「読める（分析）力」
　これらの力が，それぞれ具体的な実践例
と共に説明されているので，「活用」を幅
広く，わかりやすく理解することができる。
　本書を読んで「問題づくり」の授業を実
践してみたいという教師のために，方策
が 3 段階，12 項目に分けて挙げられている。
これも大変有難い。私も新しい授業に取り
組もうとすると「面白いだけで終わってし
まうのではないか」「子どもにどんな力が
つけられるのだろうか」と不安になること

がある。12 の項目をチェックリストのよう
に利用していくと，「問題づくり」の授業
づくりの一連の流れが詳しくわかり，校内
研究でも具体的な方法を示し，役立てるこ
とができると思われる。

3．自分の授業を見つめ直す際に
　「算数への価値観が変わり，いろんな教
材に出会ったが，いざ実践してみると，や
はりうまくいかない」こういった反省を私
は日常している。本書には，授業で大切に
したいことを以下の 3 点にまとめて挙げら
れている。

　このように整理されると自分の足りない
力，子どもに身につけたい力が見えてくる。
授業は，子どもにばかり求めたり，子ども
のせいばかりにしたりしてはいけない。子
どもの高まりは教師の力量の裏返しである。
　教室という場をよりよい仲間の集団にす
ることで，子どもたちは①多様な思考を

（ア）認め合う力を身につけていく。教師
は，それらを柔軟に（あ）受け止める力を
身につけなければいけない。また，集団を
高めていくためには，個々の子どもの意見
を（い）つなげる力，子どもたちを（う）
惹きつける力を身につけることが教師の課
題である。
　本書には「子どもはそもそも魅力ある存
在なのだ」とある。“子どもが「創造型の
授業」の中で，子どもらしさを発揮できる
授業をしたい”と教師の意欲が高まる内容
が多彩な本書である。

算数授業で
大切にしたい視点

子どもの
身につく力

教師が
身につけたい力

①多様な思考 （ア）認め合う力 （あ）受け止める力

②協働的学習 （イ）分かち合う力 （い）つなげる力

③体験的算数活動 （ウ）伝え合う力 （う）惹きつける力
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箇所 誤 正

2　⑧

数学的な考え方，
関心・意欲・態度の
評価テスト解答　2　②

3 5

23×2 38×2
※これに関連して，解答の数値が 76 に変わります。
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付録CD－ ROM「デジタルデータ集」
プレテスト　「８　角柱と円柱の体積」　2，3


